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～二学期始業式校長のあいさつより～

二学期の一歩を踏み出すにあたって伝えたいこと２つ
校長 石山 重典

（１）「四中一人一人がNextStageに挑戦！」について
私は、昨年度の体育祭での四中生の姿に感動し、四中生諸君に「君たちは今の状況に満足することなく次のステージを

目指し、ステージアップするべきだ」と投げかけました。だから、今年の四中のスローガンを「四中一人一人がNextStage
へ挑戦！」とし、自分の殻を破って、失敗を恐れず何事にも挑戦することを目指してきたのです。
終業式で挑戦する二人を紹介しました。二学期は、今までの自分をアップデートしていこうとしている、挑戦している

四中生を一人でも多く紹介していきたいと思っています。
79日という一番長い学期です。新人チームによる新人戦、駅伝の県大会、体育祭、合唱コンクール、また学習にも集中

できる定期テスト、3年生は実力テスト、進路の決定などがあります。大いに期待します。自分の殻をやぶり、NextStage
へ挑戦していきましょう。

（２）「自分の命は自分で守ること」について
先日、日向灘沖地震があり臨時地震情報が日本で初めて発令させることがありました。今は解除されていますが、南海

トラフ地震に備えよというものです。また、首都直下型地震や富士山の噴火なども、関連して起こる可能性があることを
国が想定しています。30年間のうちに約80パーセントの確率で発生するというのです。
同じような確率で、山形県もここ天童を中心とする山形盆地断層地震を想定しています。県が作成している想定をみる

と、山形県の死者数は約1800人、天童市は180人という数字があげられています。
先頃の酒田市や最上地方での大雨による浸水被害は甚大でした。救助要請に応え出動した警察官がなくなりました。ま

だまだ、被災された方々は困っている状況です。
今、地震や台風など、自然災害は予想できないくらい大きなものになっています。四中生は危機的状況の中でも、冷静

に判断し行動できると信じています。それが、自分の命を自分で守るということです。想定しておくことで、覚悟を持っ
て動けます。想定しておくことで、一歩目の動き出しが違います。

四中生の一人一人の挑戦する姿と、冷静に判断し行動できる姿、そういう四中生が活躍する二学期になることを期待し
ます。

さあ！二学期スタート！

四中一人一人が主人公の79日間に！

～始業式での学年代表の言葉～

〇東北中学校大会
☆剣道競技（弘前市）
・男子団体 第3位

叶内倫太朗(3-1)高橋怜士(3-2)武田宝冠(3-4)押野大吾(3-4)
工藤煌大(3-1)鎌倉一晟(3-2)後藤明亨(3-1)

・男子個人 工藤煌大（3-1）２回戦敗退
押野大吾（3-4）３回戦敗退

・女子団体 予選リーグ敗退
五十嵐瑠愛(2-2)青木花音(3-2)立里音桜(3-4)
高田奈々希(3-3)鈴木心菜(2-3)加藤希々花(2-3)

・女子個人 高田奈々希（3-3）３回戦敗退
☆水泳競技（山形市）
・200ｍ個人メドレー 第2位 松坂琉星（2-3）

☆陸上競技（仙台市）
・男子共通８００m 井藤慶（2-1）予選敗退
・女子共通走高跳 石澤凜華（3-1）予選敗退

☆体操競技（仙台市）
・個人女子総合 第17位 伊藤優梨香（1-3）

☆柔道競技（いわき市）
・男子50㎏級 第５位 宇田晴哉（2-2）
・男子73㎏級 第５位 清野悠翔（3-3）

〇全国中学校大会
☆水泳競技 （金沢市）
・200ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ・400ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
松坂琉星（2-3）予選敗退

☆剣道競技 （新潟市）
・男子団体 予選リーグ敗退 ※メンバーは東北大会の7名

・女子個人 高田奈々希（3-3）２回戦敗退
○全国JOCｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ夏期水泳大会（東京）

・200ｍ個人メドレー 第６位
松坂琉星(2-3)

○山形県吹奏楽コンクール
・中学生小編成の部 銅賞

よくやった四中！東北・全国大会等結果！

「二学期の目標」

私の二学期の目標は、学習面、生活面、部活動についてあります。
まず学習面については、「先生の話をしっかりと聴き、理解しながら取り組む」
ことです。授業中、私は黒板に書いてあることを写すのに精一杯で、先生の話を
聴いていないときがあります。なので、話をしっかり聴きながら、ノートも素早
く書けるようにしたいです。また、問題などを解いているときに、意味が分からないままにしてしま
うことがあるので、分からなかったら教科書を見たり近くの人や先生に聞いたりして、理解できるま

で取り組みたいです。
次に、生活面については、「相手の気持ちを考えて接する」ことです。私は友達と話をしているときに、時々自分が

思ったことをすぐに口に出してしまうことがあります。なので、友達と会話をするときは、相手の気持ちを考え、言葉
を選んで話せるようにしたいです。
それから、部活動については、「仲間と協力して取り組む」ことです。私は吹奏楽部に所属しています。体験してい

たときや所属したばかりのときは、先輩方にどう接していいか分からず、緊張していました。ですが、先輩方はとても
優しく接してくれたので、緊張が和らぎ安心しました。また、私は音楽にあまり触れたことがないまま吹奏楽部に所属
しました。そのため、楽譜を渡されたときは、分からないことがたくさんありました。ですが、先輩に聞いてみると、
記号の意味や楽器の吹き方などいろいろなことを分かりやすく教えてくれました。頼もしい先輩方のおかげで、楽器を
吹くことはこんなに楽しいんだと実感させてくれました。
これらのことから、二学期は学習、生活、部活動の三つについて真剣に向き合っていけるようにし、友達や先輩方と

楽しく過ごしていきたいです。

１年２組
大滝絢那

「二学期の抱負」

僕の二学期の抱負は、勉強と学校行事を、共に本気で取り組み、自分にとって意味のある学
期にすることです。
三年生は部活動が終わり、本格的に入試に向けて勉強を進めています。二学期は実力テストが

たくさんあり、入試に関わる大切な学期になります。そのため、今まで以上に量も質も上げて学
習をする必要があります。授業では解き方や基本問題を完璧に理解し、家庭学習では授業の復習
と応用問題まで取り組み、時間を有効に使って受験勉強に励んでいきたいです。
また、二学期には体育祭、合唱コンクールなどの学校行事があります。去年の悔しさをバネに

して真剣に練習に取り組み、軍の仲間との絆を深めながら、優勝目指して頑張ります。そして、体
育祭で得た仲間との深い絆を活かし、合唱コンクールでは三組の良さがあふれる最高の合唱をつくりあげたいです。ど
ちらの行事も三年生にとっては中学校最後になります。悔いを残さないように全力で行事に臨んでいきたいです。
今日から始まる二学期には、この二つの行事以外にも大事なものがたくさんあります。その中の一つが、燦燦学年が

中心となって活動してきた、第３３期生徒会の締めくくりと次の生徒会への引き継ぎです。そして、二学期の最後には、
いよいよ進路希望を決める時期を迎えます。自分の進路を自分自身でしっかりと考えて決めていきたいです。時間を無
駄にせず、1日1日を大切に過ごしながら、勉強と学校行事の二つに全力で取り組み、有意義な二学期にしていきます。

３年３組
清野理史

「二学期の抱負」

僕は二学期に、三つのことを頑張りたいと思います。
一つ目は勉強です。勉強面では、定期テストに向けて復習をすることと、理解して丸つけをする

ことを頑張りたいです。1学期の時には、間違えた問題だけを復習していました。そのためテスト当
日では、今まで解けていた問題を解く事が出来ませんでした。それでこれからは、間違った問題は
もちろん、間違っていない問題も復習して、テストでより多くの問題を解けるようにしたいです。
丸つけでは1学期の時に間違えた問題を何で間違ったのかを完全に理解せずに丸つけをしていました。
そのため自分の分からない問題がテストで出てきてしまった時に解けなくて、とても後悔しました。

これからは間違った問題を分からないままにせず完全に理解して、分からない問題を減らしていきたいです。
二つ目は部活動です。僕はサッカー部に所属しています。部長になってチームをまとめる大変さを実感しました。2

学期ではチームをまとめて団結力を深めていきたいです。3年生が引退してから人数が足りなくなり、一中、二中、三
中、四中で合同になりました。初対面の人が多く、緊張しますが、仲を深めて、新人戦でいい結果を残せるように
日々の練習に励んでいきたいです。
三つ目は学校行事です。学校行事では体育祭、合唱コンクールがあります。僕は体育祭、合唱コンクールに向けて

の練習を大切にしていきたいです。練習をする事によってクラスや学年の団結力が深まり、本番でより良い結果を出
す事ができると思います。体育祭の本番では全力で競技をやるのはもちろん、全力で応援して少しでも力になれるよ
うに頑張りたいです。合唱コンクールの本番ではクラスのみんなと息を合わせて音程やリズムがずれないように歌い
たいです。
僕はこの三つのことに力を入れて取り組み、自分で決めたことを最後までやり切る責任感のある人間になりたいと

思います。

２年２組
茂俣 快

心に決めたことを実行し、充実した学期になることを期待しています。

この度の市議
会だより。表
紙は３年３組
居鶴美菜子さ
んの作品で
す！


